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○
障
害
児
支
援
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
３
年
後
見
直
し
に
あ
わ
せ
、
社
会
保
障
審
議
会
障

害
者
部
会
で
議
論
さ
れ
た
。
今
後
、
本
部
会
の
報
告
書
（
平
成
２
７
年
１
２
月
１
４
日
）
を
踏
ま
え
、
所
要
の
対
応
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
障
害
児
に
対
し
て
授
業
終
了
後
や
休
業
日
に
お
い
て
発
達
支
援
を
提
供
す
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
等
に
お
い
て
、
単
な
る
居
場
所
と
な
っ
て
い
る
事
例
や
発
達
支
援
の

技
術
が
十
分
で
は
な
い
事
業
所
が
軽
度
の
障
害
児
だ
け
を
集
め
て
い
る
事
例
な
ど
障
害
児
本
人
に
と
っ
て
適
切

な
支
援
が
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

○
こ
の
た
め
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
障
害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て
、
質
の
向
上
と
支
援
内
容
の
適
正

化
を
図
る
観
点
か
ら
、
以
下
の
内
容
の
通
知
を
平
成

年
２
月
中
に
発
出
す
る
予
定
。

（
１
）
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
の
徹
底
等

①
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
徹
底
及
び
都
道
府
県
・
指
定
都
市
の
指
導
・
助
言
に
活
用
。

②
事
業
所
に
お
け
る
自
己
評
価
結
果
の
公
表
促
進
。

等

（
２
）
障
害
児
本
人
の
発
達
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
徹
底

①
障
害
児
本
人
の
発
達
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
適
切
に
提
供
す
る
観
点
か
ら
、
支
給
決
定
時
に
支
給
の
要
否
及
び
支
給
量
に
つ
い
て
適
切
に
判
断

し
、
決
定
す
る
こ
と
。
※
支
給
決
定
日
数
の
目
安
を
示
す
予
定
。

②
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
保
育
所
等
の
一
般
施
策
を
利
用
併
行
利
用
を
含
む
。
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
配
慮
及
び
環
境
整

備
に
努
め
る
。

等

○
各
児
童
福
祉
主
管
課
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
保
育
所
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
等
の
一
般
施
策
に
お
け
る
障
害
児
の
受
け
入
れ
の
推
進
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

障
害
児
支
援
の
推
進
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 （
障
害
児
支
援
の
現
状
と
課
題
）

 
 
○
 障
害
児
支
援
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
 年
児
童
福
祉
法
改
正
に
お
い
て
、
障
害
児
や
家
族
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
で
必
要
な
発
達
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

 
 
 
う
、
障
害
種
別
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
障
害
児
の
給
付
体
系
が
通
所
・
入
所
の
利
用
形
態
別
に
一
元
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

 
 
 
保
育
所
等
訪
問
支
援
が
創
設
さ
れ
た
。
 

 
○
 保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
障
害
児
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
障
害
児
を
受
け
入
れ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
、
専
門

 
 
 
的
知
識
等
を
有
す
る
放
課
後
児
童
支
援
員
等
を
配
置
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
年
々
着
実
に
進
ん
で
お
り
 

 
 
（
約
２
万
８
千
人
（
平
成

26
 年
５
月
）
）
、
ま
た
、
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
等
の
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
障
害
児
数
が
増
加
す
る
な
ど
、
一
般

 
 
 
施
策
等
に
お
け
る
対
応
が
拡
大
し
て
い
る
。
 

 
○
 乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
等
の
児
童
福
祉
施
設
に
虐
待
等
に
よ
り
入
所
し
て
い
る
障
害
児
や
、
重
度
の
障
害
や
疾
病
等
に
よ
り
外
出
が
困
難
で
あ
る
た

 
 
 
め
に
在
宅
で
生
活
す
る
障
害
児
に
対
す
る
発
達
支
援
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
届
い
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
 

 
○
 在
宅
で
生
活
し
て
い
る
障
害
児
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
育
等
の
他
制
度
と
の
連
携
や
、
入
所
支
援
の
機
能
の
活
用
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 （
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
）

 
 
○
 医
療
技
術
の
進
歩
等
を
背
景
と
し
て
、

NI
CU
 等
に
長
期
間
入
院
し
た
後
、
人
工
呼
吸
器
等
を
使
用
し
、
た
ん
の
吸
引
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障

 
 
 
害
児
（
医
療
的
ケ
ア
児
）
が
増
加
し
て
い
る
。

 
 
 
 こ
の
よ
う
な
医
療
的
ケ
ア
児
が
在
宅
生
活
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
す
る
場
合
、
障
害
児
に
関
す
る
制
度
の
中
で
医
療
的
ケ
ア
児
の
位
置
付
け
が
明
確
で
は
 

 
 
な
い
こ
と
等
か
ら
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に
く
い
ほ
か
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
等
か
ら
、
家

 
 
 
庭
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
 

 （
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
質
の
向
上
）

 
 
○
 放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
量
的
な
拡
大
が
著
し
く
、
そ
の
費
用
額
は

1,
02
4 
億
円
（
平
成
26
 年
度
）
で
対
前
年
比
５
割
近
く
の
伸
び
、

 
 
 
そ
の
事
業
所
数
及
び
利
用
者
数
は
対
前
年
比
で
３
割
近
く
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
営
利
法
人
が
数
多
く
参
入
し
て
い
る
。

 
 
 
 さ
ら
に
、
単
な
る
居
場
所
と
な
っ
て
い
る
事
例
や
、
発
達
支
援
の
技
術
が
十
分
で
は
な
い
事
業
所
が
軽
度
の
障
害
児
を
集
め
て
い
る
事
例
が
あ
る
と
の
指
 

 
 
摘
が
あ
る
。
 

 
○
 障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
障
害
児
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
見
込
み
等
に
つ
い
て
記
載
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 

（
１
）
現
状
・
課
題

障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
３
年
後
の
見
直
し
に
つ
い
て

～
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
報
告
書
～
（
平
成
年
月
日
）
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 （
基
本
的
な
考
え
方
）
 

 
○
 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
無
い
支
援
と
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
保
育
、
教
育
、
就
労
支
援
等
と
連
携
し
た
地
域
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る

 
 
 
観
点
か
ら
、
個
々
の
障
害
児
や
そ
の
家
族
の
状
況
及
び
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
気
づ
き
の
段
階
か
ら
き
め
細
か
く
対
応
す
る
と
と
も
に
、
障
害
児
支
援
の
う

 
 
 
ち
特
に
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
障
害
児
通
所
支
援
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

 
 （
発
達
支
援
の
き
め
細
か
な
提
供
）

 
 
○
 乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
障
害
児
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
等
を
訪
問
し
て
実
施
す

 
 
 
る
発
達
支
援
を
推
進
す
る
方
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

 
 
○
 重
度
の
障
害
等
の
た
め
に
外
出
が
困
難
な
障
害
児
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
自
宅
を
訪
問
し
て
発
達
支
援
を
実
施
す
る
方
策
を
講
じ

 
 
 
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 （
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
）

 
 
○
 重
症
心
身
障
害
児
に
当
た
ら
な
い
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
、
障
害
児
に
関
す
る
制
度
の
中
で
明
確
に
位
置
付
け
、
必
要
な
支
援
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

 
 
○
 医
療
的
ケ
ア
児
等
に
つ
い
て
、
医
療
・
福
祉
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
重
症
心
身
障
害
児
等
の
地
域
支
援
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
状
況
等
も
踏
ま
え
、
 

 
 
そ
の
家
族
の
負
担
も
勘
案
し
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
の
必
要
な
支
援
を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
都
道
府
県
・
市
町
村
や
関
係
機
関
の
連
 

 
 
携
に
向
け
た
方
策
や
、
相
談
支
援
事
業
所
等
の
相
談
支
援
に
早
期
に
つ
な
げ
る
方
策
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 （
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
質
の
向
上
）

 
 
○
 障
害
児
の
放
課
後
等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
で
あ
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
教
育
施
策
で
あ
る
放
課
後
子
供
教
室
等
に
お
け

 
 
 
る
受
入
れ
を
引
き
続
き
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
な
ど
を
活
用
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
べ

 
 
 
き
で
あ
る
。
 

 
○
 放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
障
害
児
通
所
支
援
に
つ
い
て
は
、
発
達
支
援
を
必
要
と
す
る
障
害
児
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
質
の
向
上

 
 
 
と
支
援
内
容
の
適
正
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
発
達
支
援
等
の
子
ど
も
に
関
す

 
 
 
る
支
援
の
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
者
の
配
置
を
求
め
る
ほ
か
、
障
害
児
本
人
の
発
達
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
徹
底
す
る
な
ど
、
制
度

 
 
 
面
・
運
用
面
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

 
○
 障
害
児
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
観
点
か
ら
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
同
様
に
、
都
道
府
県
・
市
町
村
に
お
い
て
、
障
害
児
支
援
の
ニ
ー
ズ
等
の
把

 
 
 
握
・
分
析
等
を
踏
ま
え
、
障
害
児
支
援
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
量
の
見
込
み
等
に
つ
い
て
、
計
画
に
記
載
す
べ
き
で
あ
る
。
 

（
２
）
今
後
の
取
組
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１
）
発
達
障
害
者
支
援
施
策
に
つ
い
て

 
①
発
達
障
害
児
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
福
祉
施
策
の
担
当
者
や
そ
の
現
場
の
関
係
者
が
発
達
障

 
害
の
特
性
を
理
解
し
、
早
期
に
発
見
し
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
児
童
の
最
善
の
利
益
、
児
童
福
祉
の
現
場
の
関
係
者
の
負
担
軽
減
等
の

 
観
点
か
ら
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
も
で
き
る
限
り
一
般
施
策
の
中
で
他
の
児
童
と
と
も
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

 
ら
れ
て
い
る
。

 
②
障
害
福
祉
施
策
に
お
い
て
も
、
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
運
営
、
巡
回
支
援
専
門
員
や
ペ
ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
取
組

 
（
市
町
村
地
域
生
活
支
援
事
業
）、
保
育
所
等
訪
問
支
援
（児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
個
別
給
付
）
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
連

 
携
・
活
用
を
図
り
つ
つ
、
児
童
福
祉
施
策
に
お
い
て
も
発
達
障
害
児
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
際
、
障

 
害
福
祉
施
策
だ
け
で
な
く
、
医
療
、
保
健
、
教
育
、
労
働
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
も
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
 ２
）
か
か
り
つ
け
医
等
発
達
障
害
対
応
力
向
上
研
修
事
業
に
つ
い
て

 
①
発
達
障
害
は
、
早
期
発
見
・早
期
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
最
初
に
相
談
を
受
け
又
は
診
療
す
る
こ
と
の
多
い
か
か
り
つ
け
医
等
の
対

 
応
が
重
要
で
あ
る
。

 
②
こ
れ
ま
で
、
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
医
療
従
事
者
向
け
に
指
導
者
養
成
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

 
③
平
成
２
８
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、
都
道
府
県
・政
令
市
が
実
施
主
体
と
な
り
、
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
等
の
医
療
従
事
者
に
対
し

 
て
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
発
達
障
害
に
関
す
る
研
修
内
容
を
踏
ま
え
た
研
修
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を

 
計
上
し
て
い
る
。

 
   
④
当
該
研
修
は
、
保
健
師
等
も
対
象
と
し
て
い
る
た
め
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
修
へ
の
参
加
に
つ
い
て
ご
配
慮
頂

 
く
と
と
も
に
、
障
害
福
祉
部
局
と
連
携
を
図
り
、
必
要
に
応
じ
て
か
か
り
つ
け
医
等
発
達
障
害
対
応
力
向
上
研
修
の
実
施
に
つ
い
て
お

 
願
い
し
た
い
。

 
  
３
）
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
に
つ
い
て

 
①
平
成
１
９
年
１
２
月
、
国
連
総
会
に
お
い
て
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
に
定
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

 
②
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
自
閉
症
協
会
及
び
関
係
団
体
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
「
東
京
タ
ワ
ー

 ラ
イ
ト
・

イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
ブ
ル
ー
」
（
平
成
２
８
年
４
月
２
日
）及
び
「世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
１
６
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
同
年
４
月
９
日
）を
実
施
す
る
予
定
。

 

発
達
障
害
者
支
援
施
策
の
推
進
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か
か
り
つ
け
医
等
発
達
障
害
対
応
力
向
上
研
修
事
業

 

か
か
り
つ
け
医
等
の
医
療
従
事
者

 

国

専
門
医
等
が
い
る
病
院

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

 
【
指
導
者
養
成
研
修
】

 
・
発
達
障
害
早
期
総
合
支
援
研
修

 
・
発
達
障
害
精
神
医
療
研
修

 
・
発
達
障
害
支
援
医
学
研
修

 

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

【
指
導
者
養
成
研
修
】

・
発
達
障
害
早
期
総
合
支
援
研
修

・
発
達
障
害
精
神
医
療
研
修

・
発
達
障
害
支
援
医
学
研
修

専
門
医
等
が
い
る
病
院

地 方

専
門
医
等
の
医
療
従
事
者

 
都
道
府
県
・
政
令
市

か
か
り
つ
け
医
等
発
達
障
害
対
応
力

研
修

 
発
達
障
害
児
者
と
家
族

連
携

 
【
２
８
年
度
新
規
事
項
】 

・
初
診
の
対
応

 
・
重
篤
な
症
状
の
場
合

専
門
機
関
の
紹
介

 

・
専
門
的
な
診
療

 
・
症
状
が
落
ち
着
い
た
場
合

か
か
り
つ
け
医
の
紹
介

 

・
重
篤
な
症
状
の
場
合

か
か
り
つ
け
医
等
発
達
障
害
対
応
力
向
上
研
修
事
業
は
、
発
達
障
害
に
お
け
る
早
期
発
見
・早
期
支
援
の
重
要
性
に
鑑
み
、
最
初
に
相
談
を

受
け
、
又
は
診
療
す
る
こ
と
の
多
い
小
児
科
医
な
ど
の
か
か
り
つ
け
医
等
の
医
療
従
事
者
に
対
し
て
、
発
達
障
害
に
関
す
る
国
の
研
修
内
容
を

踏
ま
え
た
対
応
力
向
上
研
修
を
実
施
し
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
一
定
水
準
の
発
達
障
害
の
診
療
、
対
応
を
可
能
と
し
、
早
期
発
見
・
早
期
支
援

の
推
進
を
図
る
。

 

地
域
の
医
療
機
関
、
診
療
所

 

指
導
者
養
成
研
修

 

  平
成
２
８
年
度
予
算
案

：
４
４
百
万
円
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【
国
に
お
け
る
取
組
】

○
関
係
府
省
（
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
）
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
出

○
東
京
タ
ワ
ー
・
ラ
イ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
・
ブ
ル
ー

・
平
成
２
７
年
４
月
２
日
（
木
）
１
８
：
１
５
～

点
灯
式

※
同
日
、
併
せ
て
作
品
展
示
等
を
実
施

＊
平
成
２
８
年
度
も
４
月
２
日
（
土
）
に
開
催

○
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
２
０
１
５
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
作
品
展
示
等
）

・
日
時

平
成
２
７
年
４
月
４
日
（
土
）

１
０
：
０
０
～
１
６
：
３
０

＊
平
成
２
８
年
度
は
４
月
９
日
（
土
）
に
開
催
（
会
場
、
主
催
等
は
前
年
同
）

・
場
所

灘
尾
ホ
ー
ル
（
千
代
田
区
）

・
主
催

厚
生
労
働
省
、
日
本
自
閉
症
協
会

・
共
催

日
本
発
達
障
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
他

（
大
会
実
行
組
織
：
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会
）

 
【
国
連
に
お
け
る
採
択
】

〇
平
成
１
９
年
１
２
月
、
国
連
総
会
に
お
い
て
カ
タ
ー
ル
国
の
提
出
し
た
議
題
「
４
月
２
日
を
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
に
定
め
る
」
決
議
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（
無
投
票
）
採
択
。

決
議
事
項

・
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
と
し
、
２
０
０
８
年
以
降
毎
年
祝
う
こ
と
と
す
る
。

・
全
て
の
加
盟
国
や
、
国
連
そ
の
他
の
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
民
間
を
含
む
市
民
社
会
が
、
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
を
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
祝
う
こ
と
を
促
す
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
国
が
、
自
閉
症
の
こ
ど
も
に
つ
い
て
、
家
庭
や
社
会
全
体
の
理
解
が
進
む
よ
う
に
意
識
啓
発
の
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
に
促
す
。

・
事
務
総
長
に
対
し
、
こ
の
決
議
を
全
て
の
加
盟
国
及
び
国
連
機
関
に
注
意
喚
起
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

〇
平
成
２
０
年
４
月
以
降
国
連
事
務
総
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
。
併
せ
て
、
世
界
各
地
で
当
事
者
団
体
等
が
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
。

（
関
連
）
平
成
２
４
年
１
２
月
、
国
連
総
会
に
お
い
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
国
が
提
出
し
た
議
題
「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害
、
発
達
障
害
及
び
関
係
す
る
障
害
に
よ
っ
て

受
け
て
い
る
個
人
や
家
族
、
社
会
が
必
要
と
す
る
社
会
経
済
的
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む
」
決
議
を
コ
ン
セ
ン
サ
ス
採
択
。

【
背

景
】

 

【
国
内
の
啓
発
活
動
】（
平
成
２
７
年
度

開
催
）

 

【
背

景
】

【
背

景
】

【
全
国
各
地
の
取
り
組
み
】

○
各
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
関
係
機
関
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
名
所
旧
跡
の
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を
図
り
な
が
ら
、
広
く
一
般
市
民
へ
の
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
普
及
啓
発
を
実
施
。

こ
れ
ら
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・
日
本
実
行
委
員
会

サ
イ
ト
に
掲
載
。

  平
成
２
８
年
度
予
算
案

：
８
百
万
円

 
（
平
成
２
７
年
度
予
算

：
８
百
万
円
）
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